
会
見
で
は
、
「
深
夜
勤

務
手
当
」
は
、
「
勤
務
時

間
の
長
短
、
勤
務
場
所
に

関
係
な
く
、
真
に
必
要
な

勤

務

か

ど

う

か

で

判

断

し
、
支
給
す
る
」
と
し
、

同
時
に
こ
れ
ま
で
の
「
管

理
職
特
別
勤
務
手
当
」
に

つ
い
て
も
同
様
に
取
り
扱

う
事
と
な
り
、
対
象
の
勤

務
時
間
が
零
時
か
ら
五
時

迄
や
振
替
え
勤
務
と
の
調

整
は
あ
る
な
ど
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
ユ
ニ
オ
ン
の

主
張
が
大
き
く
反
映
さ
れ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
事

が

明

ら

か

に

な

り

ま

し

た
。

具
体
的
に
は
、
要
求
書
の

一
、
二
、
七
、
八
、
に
つ

い
て
は
、
法
や
規
則
で
す

で
に
決
定
さ
れ
て
お
り
、

動

か

す

こ

と

は

で

き

な

い
。
今
後
の
制
度
設
計
の

要

望

と

し

て

お

受

け

す

る
」
と
い
う
人
事
院
の
回

答
を
う
け
、
そ
れ
以
外
の

運
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
な
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

①

「
従
来
の
管
理
職
特

別
勤
務
手
当
」
「
新
設
の

深
夜
手
当
」
と
も
業
務
の

内
容
が
「
緊
急
・
臨
時
の

も
の
」
で
「
真
に
必
要
性

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
」
が

全

て

の

判

断

基

準

と

な

り
、
勤
務
の
場
所
な
ど
は

問
わ
な
い
。
自
宅
で
の
電

話
対
応
も
指
示
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
ア

ウ
ト
で
な
い
。

②

「
管
理
職
特
別
勤
務

手
当
」
の
際
に
、
運
用
通

知
で
「
１
時
間
に
満
た
な

い

も

の

は

対

象

と

し

な

い
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の

項
目
は
削
除
し
、
「
従
来

の

管

理

職

特

別

勤

務

手

当
」
「
新
設
の
深
夜
手
当
」

と
も
そ
の
勤
務
が
「
真
に

必
要
で
あ
っ
た
」
な
ら
時

間
の
長
さ
は
関
係
な
く
支

給
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

③

通
常
勤
務
か
ら
連
続

で
な
く
て
も
支
給
対
象
。

④

業
務
の
内
容
に
つ
い

て
は
「
絞
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
を

通
知
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
主
催
・
共
催
の
行
事

参
加
は
対
象
と
な
る
。
例

え
ば
、
諸
行
事
の
担
当
者

と
し
て
名
簿
に
名
前
が
あ

れ
ば
支
給
対
象
。

⑤

「
管
理
職
特
別
勤
務

手
当
」
「
新
設
の
深
夜
手

当
」
の
併
給
は
規
則
に
謳

っ
て
あ
る
の
で
無
理
。

⑥

実
績
簿
は
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
理
由
を
し
っ

か
り
書
い
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
（
命
令
者
が

記
載
）

⑦

深
夜
勤
務
手
当
支
給

対
象
時
間
帯
に
勤
務
時
間

を
振
替
ら
れ
た
場
合
は
、

制
度
が
「
臨
時
ま
た
は
緊

急
の
必
要
に
よ
り
」
と
な

っ

て

お

り

対

象

外

と

な

る
。
今
後
の
制
度
設
計
の

要

望

と

し

て

お

受

け

す

る
。
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管理職員深夜勤務手当

ユニオンの主張にそった支給方針に
今
年
度
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
「
管
理
職
員
深
夜
勤
務
手
当
」
の
支
給
が
勧
告
さ

れ
、
そ
の
支
給
に
当
た
っ
て
の
人
事
院
規
則
の
改
正
な
ど
が
２
０
１
５
年
１
月
３
０

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
会
見
が
２
月
４
日
ユ
ニ
オ
ン
本
部
と

人
事
院
と
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

＝管理職員深夜勤務手当
支給に当たっての要求書＝

１．深夜勤務手当支給対象時間帯を午後１０時
からとすること。

２．支給金額を「管理職特別勤務手当」なみに
引き上げること。

３．深夜勤務手当支給対象時間帯の勤務には勤
務時間の長さにかかわらず全て支給するこ
と。

４．深夜勤務手当支給対象時間帯外からの連続
でなくても支給すること。

５．深夜勤務手当支給対象時間帯に勤務時間を
振り返られた場合でも、支給対象とするこ
と。

６．休日等の勤務についても支給し、「管理職特
別勤務手当」との併給を認めること。

７．支給額の機関間格差を是正すること（出先
の引き上げ）。

８．手当に必要な予算を確保すること。

真
に
必
要
な
勤
務
で
あ
れ
ば

勤
務
時
間
の
長
短
、
勤
務
場
所
に
関
係
な
く
支
給

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
も
同
様
の
取
り
扱
い
に
改
善
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⑧

日
曜
か
ら
連
続
し
て

月
曜
の
深
夜
に
勤
務
し
た

場
合
、
日
曜
日
が
「
従
来

の

管

理

職

特

別

勤

務

手

当
」
の
支
給
と
な
っ
て
お

れ
ば
月
曜
日
の
深
夜
に
つ

い
て
は
支
給
さ
れ
な
い
。

（
従
来
通
り
１
回
の
勤
務

と
な
る
。
た
だ
し
、
３
時

間
以
上
の
休
憩
等
が
あ
れ

ば
、
２
回
の
勤
務
と
な
り

支
給
対
象
）

日曜日 　　月曜日

休憩等

1回の勤務として見なされる

3:0019:00 24:00

２回の勤務として見なされる

3:0015:00 24:0021:00

⑨

日
曜
の
０
時
か
ら
月

曜
の
深
夜
２
時
ま
で
連
続

し

て

災

害

対

応

し

た

場

合
、
日
曜
日
の
８
時
３
０

日曜日 月曜日

0:00 24:00

(19時間勤務

8:30 17:15

勤務時間の振替

0時から5時は深夜手当支給 0時から2時は深夜手当支給

分
か
ら
１
７
時
１
５
分
ま

で
を
勤
務
時
間
の
振
替
を

し
た
場
合
、
日
曜
の
零
時

か
ら
５
時
ま
で
と
月
曜
日

の
０
時
か
ら
２
時
ま
で
は

「
新
設
の
深
夜
手
当
」
が

支
給
さ
れ
る
。

⑩

２
月
２
日
に
各
省
に

説
明
を
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ユ
ニ

オ
ン
の
主
張
を
多
く
の
分

野
で
取
り
入
れ
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
要
求
前
進
」
で
す
。

会
見
で
人
事
院
は
、
「

当

局
に
は
「
支
給
に
当
た
っ

て
は
、
必
要
以
上
に
慎
重

に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と

お
伝
え
し
ま
す
。
と
も
回

答
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
状
の
問
題
と

し
て｢

４
時
間
の
振
替
を

行
っ
た
場
合
に
、
地
元
対

応
等
で
出
勤
し
て
も
管
理

職
特
別
勤
務
手
当
が
で
な

い
。
休
暇
も
手
当
も
な
く

な
る
場
合
が
出
て
く
る
。

基
本
的
に
４
時
間
の
振
替

で
な
く
、
手
当
支
給
と
し

て
ほ
し
い
。
」
と
さ
ら
な

る

改

善

を

要

望

し

ま

し

た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
２
０
１

５
年
度
再
任
用
者
で
希
望

す
る
管
理
職
員
の
フ
ル
採

用
を
要
求
し
て
き
ま
し
た

が
、
２
月
中
旬
ま
で
の
各

支
部
と
地
整
と
の
折
衝
・

交
渉
で
来
年
度
も
フ
ル
採

用
を
行
わ
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
１
９
日
行

わ
れ
ま
し
た
ユ
ニ
オ
ン
本

部
と
官
房
長
交
渉
で
も
官

房
長
等
は
「
定
員
状
況
・

適
切
な
人
員
構
成
・
若
手

職
員
の
確
保
な
ど
を
考
慮

し
、
各
任
命
権
者
が
判
断

す
る
」
「
定
員
管
理
は
各

任

命

権

者

が

行

っ

て

い

る
」
と
し
て
、
各
地
整
に

そ
の
責
任
を
転
嫁
す
る
回

答
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
再
任
用
実

態
を
見
れ
ば
、
本
省
か
ら

強
い
指
導
が
さ
れ
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本

省
当
局
の
姿
勢
に
改
め
て

怒
り
が
起
き
ま
す
。

今
年
度
に
続
き
２
年
連

続
フ
ル
採
用
を
実
施
し
な

い
当
局
の
行
為
は
、

・
再
任
用
制
度
の
「
雇
用

と
年
金
の
接
続
」
と
い
う

制
度
の
基
本
を
無
視

・
閣
議
決
定
の
本
文
と
但

し
書
き
の
本
末
転
倒
の
取

り
扱
い

・
定
員
に
空
き
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
定
員
事

情
を
勘
案
し
」
等
矛
盾
し

た
回
答
に
終
始

・
全
府
省
の
中
で
唯
一
国

土
交
通
省
の
地
方
整
備
局

と
地
理
院
だ
け
が
不
採
用

・
そ
の
一
方
で
、
い
わ
ゆ

る
「
天
下
り
」
と
思
わ
れ

る
再
就
職
を
生
み
だ
す
等

正
義
も
道
理
も
あ
り
ま
せ

ん
。一

方
、
フ
ル
採
用
希
望

者
は

・
「
４
４
年
問
題
」
な
ど

も
含
め
て
大
き
な
経
済
的

損
失

・
２
０
１
６
年
度
以
降
の

再
任
用
者
は
一
年
間
以
上

の
無
年
金
状
況
が
発
生
等

の
状
況
に
置
か
れ
経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
追
い
詰

め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
当

局
の
姿
勢
は
、
近
い
将
来

実
施
さ
れ
る
「
定
年
延
長

実
施
時
」
に
職
場
が
混
乱

す
る
職
場
実
態
を
残
し
ま

す
。国

交
省
旧
建
設
の
職
場

と
同
様
、
定
員
事
情
が
厳

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
農

水
省
は
、
来
年
度
国
交
省

よ
り
厳
し
い
定
員
削
減
が

さ
れ
る
中
で
も
、
今
年
度

に
引
き
続
き
来
年
度
も
フ

ル
採
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。本

省
は
こ
れ
ま
で
の
折

衝
の
中
で
「
年
齢
構
成
の

歪
つ
な
と
こ
ろ
は
、
我
々

に
も
責
任
が
あ
る
」
と
自

ら
の
責
任
を
認
め
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
定
年
退

職
者
に
そ
の
責
任
を
か
ぶ

せ
る
よ
う
な
「
フ
ル
不
採

用
」
の
決
定
は
許
せ
ま
せ

ん
。

当
局
に
対
し
て
「
支
給
に
当
た
っ
て
は
」

必
要
以
上
に
慎
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
伝
え
る

再任用フルタイム採用 来年度も実施せず
本省、各地整に責任転嫁

定員管理は任命権者、再任用フル採用の判断も任命権者


